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せたがやホッと子どもサポート令和３年度活動報告会全文記録 

 

 

本日は、「せたがやホッと子どもサポート令和３年度活動報告会」にお越し頂きありがと

うございます。 

開会に先立ちましてご来場の皆様に、ご案内を申し上げます。 

 

１ 座席は、特に指定された場所を除いて自由となっておりますが、できるだけ前のほ 

うからお座り下さい。 

  また、部屋の構造上、スクリーンが見えづらい席は取り除いております 

 

２ 広報用、動画公開のため、本日の会場の様子を撮影させていただきます。登壇者を 

撮影し、皆様のお顔は写らないようにいたしますが、映りこみたくない方がいらっし 

ゃいましたら、お近くの職員へお声掛けをお願いいたします。 

また、本日の様子は後日、動画で配信する予定です。質疑応答の部分は、必要に応じ 

て編集させていただきますので、予めご了承ください。 

 

３ 座席でのお食事はご遠慮願います。なお、飲み物を取っていただくことは可能です。

こまめに水分補給を行ってください。また、当館内は全面禁煙となっております。 

 

４ 開会中は、携帯電話の電源はお切りいただくか、マナーモードにお切り替えの上、

通話はご遠慮下さい。 

  また、新型コロナウイルス感染症対策の観点から、お席での会話はご遠慮ください

ますよう、お願いいたします。 

 

５ お席にて皆さまにお配りした資料一式に、アンケート用紙入れております。本日の

活動報告会について、ご感想・ご意見などありましたら、ご記入いただきまして、

お帰りの際に受付にお渡しください。 

 

６ また、検温の際にお渡ししました「受付票」を、お帰りの際に、受付までお渡しく

ださい。 

 

それでは、開会まで今しばらくお待ちください。 

間もなく開会いたします。皆様ご着席の上お待ちください。 
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皆様、本日はお忙しい中ご来場いただきまして誠にありがとうございます。 

お待たせいたしました 

ただいまより「せたがやホッと子どもサポート令和３年度活動報告会」を開催いたしま

す。 

私は、本日の報告会の司会を務めさせていただきます、世田谷区子ども・若者部子ども・

若者支援課長の嶋津と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日の報告会は、２部構成となっております。 

第１部は子どもサポート委員及び相談・調査専門員による令和３年度の活動報告を行い

まして、１８時５０分までを予定しております。そのあと１０分程度の休憩をはさみま

して、第２部は「子どもの相談・救済における子どもの意見（意思）の尊重」というテー

マで、サポート委員の半田委員より、実践報告を予定しております。終了時間は２０時

を予定しております。 

 

お席にてお配りした緑色のクリアファイルには本日の活動報告会のチラシ（緑色）、黄色

の冊子「せたがやホッと子どもサポート活動報告書」、本日の第一部、第二部の三種類の

パワーポイント資料、機関誌「せたホッとレター」の第１６号、アンケート、その他、関

係機関等の参考資料として、世田谷区子ども条例のリーフレット、ほっとスクールのリ

ーフレットを用意しております。不足がありましたら、受付にお申し付けください。 

 

なお、アンケートにつきましては、本日の活動報告会について、ご感想・ご意見などを

ご記入いただきまして、お帰りの際に受付にお渡しください。 

 

また、広報用、動画公開のため、本日の会場の様子を撮影させていただきます。登壇者を 

撮影し、皆様のお顔は写らないようにいたしますが、映りこみたくない方がいらっしゃ 

いましたら、お近くの職員へお声掛けをお願いいたします。 

また、本日の様子は後日、動画で配信する予定です。質疑応答の部分は、必要に応じて

編集させていただきますので、予めご了承ください。 

  

これより第一部、せたがやホッと子どもサポート令和３年度活動報告に移りたいと思いま

す。 

 

最初に、子どもサポート委員のご紹介をさせて頂きます。 

昭和女子大学名誉教授、月田みづえ（つきだ みづえ）委員。日本
にっぽん

体育
たいいく

大学
だいがく

 准教授、半

田勝久（はんだ かつひさ）委員。第二東京弁護士会所属、平尾潔（ひらお きよし）委員

の３名です。 

続きまして、相談・調査専門員の田辺真由美（たなべまゆみ）です。 
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それでは、活動報告をお願いします。 

 

報告会：はじめに（月田委員からの挨拶） 

 

高いところからのご挨拶で大変失礼します。 

 皆様、本日は、ご多忙のところ、また夏の暑さも残っている中、ここ経堂まで足を運

んでいただき、貴重なお時間を頂けることに感謝しております。 

 せたホッとは、2013 年 7 月から活動を開始しておりますので、足かけ 9 年 2 か月

となります。コロナで、一時、多少相談件数が減ったこともございましたけれども、相

談の対象年齢も就学前に広がり、また、相談内容も今までの事例が参考にならないよう

な、多様で複雑な新しい課題がずいぶんと入ってきている状況でございます。そのため、

月 2 回ケース会議を開いておりますが、ひとつの事例で 2 時間も話し合っていることも

ままございます。 

 いろいろな価値観が交錯する中で、せたホッとの目標といたしましては、相談者ご本

人の子どもの最善の利益となるような解決策を導き出すことを念頭においておりますが、

言うは易し、行うは難しで日々悩みながら進んでいるところでございます。 

手前味噌ではありますが、専門、立場を超えて、スタッフ同士、本音で話し合ったり、

意見をぶつけたりして、今できる最善のことを目指して協力しております。 

 今日は、日ごろからご支援いただいている皆様に、令和 3 年度の活動報告の一端をお

示しさせていただきますので、忌憚のないご意見をいただければ幸いでございます。 

 

 

報告会：第１部活動状況報告 

 

別紙資料参照 

 

 

報告会：第１部事例紹介 

 

別紙資料参照 

 

 

来場者との質疑応答 

それでは、質疑応答を行います。 

ご質問のある方、挙手をどうぞ。 
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Q1 ・はがきがきっかけになり、相談・面接につながったケースはあるか。 

・はがきを配布する時期はいつか、またその時期に配布するのは何か意図があるの 

か。 

  

A1  ・はがきを送ってくれたことがきっかけになり、電話をくれたり、面接につなが 

ったケースはある。 

   ・はがきは、６月に相談カード、リ－フレットと一緒に中学生に配布している。 

    また、11 月には相談カードと一緒に小学生に配布している。その他、せたホッ 

とレターも配布している。 

      ・集中しないように配慮しながら、年に数回配布している。 

 

恐れ入りますが、お時間が近づいて参りましたので次のご質問で最後とさせて頂きます。 

 

以上で質疑応答を終わります。 

 

以上を持ちまして第１部を終了いたします。 

この後、１０分間の休憩をはさみまして、１９時より第２部を開催させていただきます。 

お時間までには、お席にお戻りいただきますようお願いいたします。 
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間もなく第二部を開会いたします。皆様ご着席の上お待ちください 

ただいまより、令和３年度活動報告会第二部を開催いたします。 

繰り返しになりますが、広報用、動画公開のため、本日の会場の様子を撮影させていた

だ きます。登壇者を撮影し、皆様のお顔は写らないようにいたしますが、映りこみた

くない方がいらっしゃいましたら、お近くの職員へお声掛けをお願いいたします。 

また、本日の様子は後日、動画で配信する予定です。質疑応答の部分は、必要に応じて

編集させていただきますので、予めご了承ください。 

 

それでは、第２部に入りたいと思います。 

第２部は半田委員から「子どもの相談・救済における子どもの意見（意思）の尊重」に

ついて、事例を紹介しながら、お話いただきます。 

 

それでは、半田委員よろしくお願いいたします。 

第２部実践報告 

 

別紙資料参照 

 

 

来場者との質疑応答 

それでは、質疑応答を行います。 

ご質問のある方、挙手をどうぞ。 

 

Q1 子どもと子どもの間の調整はどのように行うのか。 

A1 これはとても難しい。例えば、いじめのケースの場合にいじめをしている側へのア 

プローチは難しい。このような場合には、学校の先生やスクールカウンセラーに相 

談内容を伝え、活動をお願いするなど、せたホッととしては、子ども同士の関係の 

再構築を学校と一緒にやっていくようにしている。 

 

Q2 事例は世田谷区内の中学校なのか、それとも子どもの居住地が世田谷区なのか。 

A2 ・紹介した事例はいくつかの事例を組み合わせているので、区内在住なのか区内在 

学なのかは問題にしないでほしい。 

  ・せたホッとは、世田谷区内に住んでいて区外の学校に通っている場合、世田谷区 

外に住んでいて世田谷区内の学校に通っている場合、ともに対象としている。 

せたホッとについて、学校側が理解していない場合は、機関としての特性や世田 

谷区子ども条例について丁寧に説明している。 
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Q3 相談者が匿名を希望する場合、例えば、内申書が心配で名前を明かせない場合など

は、解決に向けて前に進めないがどのように対応しているのか。 

A3 ・子どもの相談に対するハードルを下げるため、匿名での相談・面接も受け付けて 

いる。 

     ・ただし、関係調整に入る場合、申し立てを受け付ける場合などには、外部に対応    

していくために必要なので、氏名・住所など必要事項を記載してもらっている。 

   ・この場合にも、誰から相談があったかを話さないでほしいというときは、匿名の

まま対応する。 

 

 

恐れ入りますが、お時間が近づいて参りましたので次のご質問で最後とさせて頂きます。 

以上で質疑応答を終わります。 

 

以上を持ちまして、第１部「令和３年度の活動報告」、第２部「実践報告」は終了となり

ます。全体を通して質問のある方がいましたら、挙手をどうぞ。 

 

Q4 中 1 の子どもがおり、せたホッとなど区の事業パンフレットを学校からもらって 

くる。とてもいい事業が多いのに、配布するとき、学校の先生は何も説明しないよ 

うだ。どうにかならないか。 

A4 せたホッとの認知度を高める必要があるので、パンフレット等の配布を学校にお願 

いする際には、どのような説明をしてほしいかについても依頼はしている。ただ、

学校側も配布物が多く対応が難しいようである。 

せたホッとは９年間活動しているが、まだ周知活動が足りないと認識している。学 

校の先生向けにも周知活動やっていく必要があると考えている。 

 

それでは、質疑応答を終わります。 

 

閉会にあたり、月田委員（つきだいいん）より、ご挨拶がございます。 

月田委員、よろしくお願いいたします。 

月田委員挨拶 

今日は長時間にわたりありがとうございました。 

児童相談所との関係につきまして、ひとつと補足させていただきたいと思います。 

せたホッとに虐待案件が入った場合には、東京都の児童相談所だったときは、情報提供、

通告という形で対応してきました。一方、世田谷区児童相談所ができてからは、内容が

不十分なものでも直接児童相談所に連絡しています。その後、連携するか否かは児童相

談所の判断となります。 

また、せたホッとのような第三者機関は利害関係がないので、学校やおとなに言えな

いような事でも話してもらえるのではないかと思います。これからもこの機能を発展さ
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せていきたいと考えておりますので、今後ともご支援いただきますようお願いいたしま

す。本日はありがとうございました。 

 

月田委員（つきだいいん）ありがとうございました。 

 

以上で、「せたがやホッと子どもサポート令和３年度活動報告会」の全てのプログラムは

終了となります。 

皆さまのお手元に、アンケート用紙をお配りしております。受付にて回収しております

ので、ご協力くださいますよう、お願いいたします。 

本日はご来場いただき、誠にありがとうございました。 

お忘れ物のないように、お気をつけてお帰りください。 


